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お や じ の 最 後

社会福祉法人岳陽会 ケアハウス慈恩

施設ケアマネ 宇賀神しのぶ

ユニットリーダー 佐野ちえみ

看取りからの復活・・・

対象者 Ｋ様について

男性 93歳 介護度１

平成２０年よりショートステイ利用

脳梗塞により左上下肢麻痺

(70歳ごろ)

ADLはほぼ自立

書道が趣味

平成23年2月 脳梗塞再発

→入居(平成23年9月) 介護度５

＜普段の生活＞

基本臥床して過ごす

食事はベッドにて全介助

食事形態は、ミキサー食 水分はトロミ使用

ＡＤＬは全介助

入浴は週2回シャワートロリー使用

キーパーソンは長男

長男嫁が面会に来る(2日1回)

＜シャワートロリーとは＞
臥床したままシャワー浴ができる福祉用具
水深６ｃｍ程度の湯をためることも可能
慈恩ではベッド浴のかわりとして使用している
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お嫁様の思い

親父(父親)らしい最期を迎えてほしい
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ご家族の思いを主体にした看取り

・平成27年10月8日

再度担当者会議開催 ⇒緊急搬送はしない 延命措置は希望しない



2

フロア会議を実施 今までのＫ様への対応を見直す

＜三食とも居室ベッド上で介助していた＞

１日１食(昼食時)離床し、リビングで召し上がる

１日３食離床し、リビングで召し上がる

職員から・・・

起こすのが
大変

臥床したまま
介助した方が楽

職員本位の
介護

＜見直し＞

ご家族から・・・

「少しでも皆さんと一緒に食事をして欲しい」

＜食事量が低下していても補食等の提供をしなかった＞

Ｋ様の好きなチョコレートを提供してみる

本人の好きな物を補食として提供する

職員から・・・

ミキサー食

だから、何を
あげていいか
わからない

食事以外を
介助するのが
怖い

職員本位の
介護

＜見直し＞

ご家族から・・・

「何でもいいから食べてほしい」

①食事の形態を考える

＜食事＞

粥・ミキサー・トロミ食⇒ムセてしまい、途中で中止する

特別嚥下食(スベラカーゼ、ミキサーパウダー)で対応

特別嚥下食(スベラカーゼ、ミキサーパウダー)とは、
口腔外である程度の食塊になっており、舌でもつぶせる程度の柔らかさを
もった形態。

②ご本人の好きな物を持ってきてもらう(饅頭・チョコレート等)
③食事時以外で、本人の食べたいときに提供する

⇒ムセなし

＜生活＞

①離床を多く出来るように、車椅子等の見直し、変更を行う

②居室にいる際は、歌のビデオや本人の好きなＴＶ番組を流す

③職員が訪室を多く行い、声かけや会話を持つようにした

①毎食時口腔体操を声掛で、本人に「今から食事ですよ」と分かって
もらう

②口腔体操として、「富士山」の歌を歌う＋パタカラ体操を行う
③毎食後必ず口腔ケアを行い、清潔を保つ
④口腔内の渇きや舌の状態を確認していく

＜口腔＞

＜レクリエーション参加風景＞ ①以前より口の開けがよくなった

②食事もムセなく食べれられるようになった

③好きな物は全量摂取するようになった

食事量
増加

＜結果＞

①離床の機会を多く持つ事で、行事に参加

出来るようになった

②「おはよう」「おいしい」などの発語や

笑顔が見られるようになった

③レクに参加する事で可動域が広がり、

手を振る等動作が増えた

④入浴もシャワートロリーからリフト浴へ

改善出来た

活気が
みられる
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＜長男様より＞

「顔色もいいし、起きている時間が増えたよ。話す言葉も
はっきりしてきた。」

＜お嫁様より＞

「自分もたくさんかかわることが出来て良かった。

このまま、お父さんらしく自然に最期を迎えてもらいたい。」

ご家族の思いが一つに
なった

看取り状態から復活！！

職員の怠慢・自分本位の介助

ご家族の思いに寄り添った看取りケアの継続

職員の意識改革・業務見直し

・平成２８年１０月１９日～

排泄時に血の塊ある。その後顔面蒼白。反応なし→家族に直ぐ連絡行う

状態悪化のため、担当者会議開催。前回の経緯を踏まえ看取りの話を行う

＜居室内レイアウトを変更＞

ベッド周りにソファーを置き、Ｋ様とご家族が

一緒にゆっくり過ごすことができるようにした

①最初は看取りを受け入れてもらえず

②本人の状態をみて、死が近い事を受け入れる

③看取りに同意

状態低下が著しく、長男様をはじめ大勢のご家族が面会に

来られたり、長男のお嫁様が毎日朝から付き添われる

平成２８年１０月２５日

大好きなお嫁様に看取られご逝去

＜お嫁様より＞

「最期を看取れて本当によかった。本人もよい顔をしている。

本当によくしていただき、ありがとうございました。」

＜長男様より＞
「親父らしい、好きな物を食べて好きなＴＶや歌を聞き、
大好きな嫁に看取られて最期を送る事が出来た。
皆さんのおかげです。ありがとう。」

＜活動の成果と評価＞

①入居者本位のケアを行うとしていたが、職員本位のケアになっていた部分を
反省し、入居者様の状態にあったケアの方法を職員全体で考え、
実践するようになった。

②『誰のための看取りなのか』を理解し、看取り開始から亡くなるまでの過程が
大切であることに気づくことができた。

③意見の違いがあるご家族でも、両者の思いの中に共通する部分を見つける事が
できたので、その思いを叶えられる様なケア方針を立てることができた。

④何事にも、真剣に向き合って取り組んでいくことが大切であるという事を
学ぶことが出来た
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＜今後の課題＞

①それぞれの思いがあるご家族に対して、どのように気持ちを汲み取り、
ご家族皆様が満足していただける看取りケアができるか

②看取りへの理解を得るにあたり、職員が誠心誠意対応し、ご家族の信頼を
得る事が必要である

③職員のスキルの違いによる気付きや看取りのとらえ方等にバラツキが
生じるので、勉強会等でスキルアップを目指していく

ご清聴ありがとうございました

ケアハウス慈恩


